
事業評価

1．非常に有効であった。

2．有効であった。

3．有効とは言えない。

改善（ＡＣＴＩＯＮ）

実績額

単位：円 事業評価 意見

事業開始前
R1

増加分
R2

増加分
R3

増加分
増加分
の累計

目標値 2,338 200,000 200,000 402,338人

実績値 385,595 ▲371,330 14,265人

目標値 5 5 5 15件

実績値 11 ▲15 ▲4件

目標値 0 2 1 3件

実績値 0 3 3件

　新型コロナウイル
ス感染症の影響に
より、入込客数やバ
ス立ち寄り件数が
減少したが、観光客
の回復を見据え、観
光案内板設置、商
品開発事業への取
り組み等、魅力の向
上に努めたことは評
価できる。
　今後は、アフター
コロナを見据えた観
光資源の創出のみ
ならず、ウィズコロ
ナに対応した観光
のあり方について検
討するとともに、市
民の郷土愛を高
め、市民を巻き込ん
だ観光振興に取り
組んでいただきた
い。

課題

本事業におけるＫＰＩ

主な事業費
（単位：千円）

指標

　令和２年度に試作
したサンプル商品を
完成させ、新たな商
品として販売する。
さらに、その新商品
については、市内外
での広報活動や各
種イベントに出品
し、消費の拡大につ
なげる。
　また、これまでの
ワークショップでの
成果を基に、旅行会
社等と共同でモデ
ルルートの作成とツ
アーの商品化に取
り組み、観光客の誘
客を図る。

今後の取組

計画（ＰＬＡＮ） 実施（ＤＯ） 評価（ＣＨＥＣＫ）

Ｎｏ 事業名 事業内容 実施結果 本事業におけるＫＰＩ ・ 課題 ・ 主な事業費（単位：千円）
外部有識者からの評価

根来地域の観
光施設におけ
る入込客数

産品開発事業
者数

　ブランディング計画を活用して根來ブランドを確立し、観光地根来
の魅力を高めるためには、市内観光関連事業者による積極的かつ
自主的な取り組みが必要である。

ブランディング事業　（3,649千円）

2．有効で
あった。

　　地方創生推進交付金事業の実施結果（２年目）

1,097,662人

0件

1
いわでもよいよい推進事
業　ローカルブランディン
グ計画

　市民参加によるプロジェ
クトチームを結成し、行
政・大学も参加するワーク
ショップなどを通じて、観
光地としてのイメージを統
一するため、「ブランディン
グ計画」を策定する。
　ブランディング計画策定
後は、計画に沿ったデザ
インで商品パッケージ等を
新たに検討し、商品に付
加価値を加え、根來ブラン
ドの商品として市外へプロ
モーションを行い、販売促
進を図る。
　観光客を誘客し、観光消
費を増加させるため、根来
地域を周遊できるモデル
ルートを策定し、ツアー企
画を造成、PRする。
　また、周遊エリア内に点
在する観光ポイントを説
明、案内するため、ブラン
ディング計画を基にした看
板を設置し、観光エリアと
してのイメージの定着や
魅力を向上させる。

R2
3,648,620

（交付金充当額
1,824,310）

　令和元年度に結成したプ
ロジェクトチームを土産物
開発と食に関する商品開
発の２チームに分け、和歌
山大学観光学部教授や旅
行会社からのアドバイザー
も参加したワークショップを
通じて開発に取り組んだ。
　土産物開発では、ブラン
ディング計画を基に新たな
商品ラベルを開発し、既存
の土産物のパッケージを
試作したほか、新たな土産
物についてもワークショッ
プで話し合いを重ね、根来
を周遊した後に手に取って
もらえる土産物の試作に取
り組んだ。
　食に関する商品開発につ
いては、既存のメニューを
利用し、新たにブランディン
グ計画を基に試作した商
品をイベントでの試食やア
ンケート調査を実施し商品
化に向けて取り組んだ。
　また、根來寺周辺の周遊
を促すため旅行会社と和
歌山大学観光学部教授の
協力により、周遊ルートを
視察し、地域内に点在して
いる歴史建造物について、
ブランディング計画に基づ
く観光案内看板を１７基設
置した。

道の駅ねごろ
歴史の丘への
年間バス立ち
寄り数

10件


